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にもかかわらず,雛導入代がない分だけ有利であ死 。
9 強制換羽の効果が判然としなかった。今後の課
題 として点灯方法 (終了前のステップアタプ等 ),強

制換羽方法 (鶏種及び時期,期間 ),強 制換羽直前の
個体淘汰基準,再利用による卵質低下防止の諸問題が

検討される必要がある。

採 卵 鶏 の長 期 利 用 に関 す る試 験

本郷 直喜t豊住  登t藤原
(*秋田県畜産試験場

1ま え が き

採卵鶏において,飼料費の高騰による育成費の増加
ならびに,廃鶏価格の安値が経営上問題 となってお り,
それらを軽減するために強制換羽と点灯管理 の組合せ

により,採卵鶏をできるだけ有効に長期間利用する技

第 1表 試験方法および区分
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術を確立するため,冬期ふ化鶏について調査を行なっ
たのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

1 試験方法およびその区分は第 1表のとおりであ
る。

注 .   1

2 妻高異騎潔繁習墓:苫彗騎製5罰曇辱15時間一定点灯
2 試験期間は昭和47年 6月 26日 から昭和49年 10月
25日 までの850日 間

3 供試鶏は昭和47年 1月 27日 本化の自色レグホー
ンXロ ードァィランドレッドの交雑種を供用 した。

5試 験 結 果

` 
休産状況および50%産 卵回復日数

強制換羽による休産日数ぉょび50“ 産卵回復日数は

第 2表 に示すょぅに,産卵率 5日 間連続50%を 下回 ,
た時点で, 4日 間の絶水,7日 間の絶食法で強制換羽
を実施したところ,第 1回時点で約40日 ,第 2回時点
で約3,日 の平均休産日数を示 し,強制換羽において第
1回 ,第 2回 ともほぼ同 じ休産日数であった。
また,50%産卵回復日数では,第 1回時点で42日 ,
第 2回時点では46日 で第 1回強制換羽よりも4日 遅れ

て5o%産卵に達 した。
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第 2表 強制換羽による平均休産日数および50%産 卵回復日数
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2 強制換羽が体重におよぼす影響
強制換羽による体重の推移は第 3表に示すように,

第 1回時点で224籠 ,第 2回時点で128¢ の体重減 少

率であった。強制換羽によるストレスの強弱は,時期

第 3表 強制換羽による体重の推移

3 生存率
生存率は第 4表 に示す よぅに,強制換羽を実施した

直後は第 1回 ,第 2回 ともに事故がなく,そ れぞれ100

第 生 存

よるものであった。

全期間では,試験区が対照区よりもはるかに高い生

存率を示 した。

4 卵質検査成績
卵質については,第 5表に示すように,■・0(● ウ

第 5表 卵質検査成績

によ って異なるといわれているが, この程度の体重減

少率では,生存率,産卵回復および産卵成績に悪影響
をおよばすまでには至 らなかった。

¢であった。

第 2回強制換羽実施 1

があ ,そ の主な原因は,

力月以降,両 区ともに事故鶏

生殖簾 障害 (卵墜落症等 )に

ユニット)は 50φ 産卵回復時に改善されることが認め

られたが,日 齢が進むにしたがって,H・ ●が 低 くな

る傾向がみられた。

卵般については,強 制換羽によって改善は認められ

なかった。
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5 産卵成績
産卵成績については,第 6表に示すように,産卵率
は,第 1回 強制換羽前は商区ともほぼ同じであ数 が ,
第 1回 ,第 2回強制換羽後,試験区が対照区よりも高
く,全期間においてもa5%も 高かった。また,試験期

間の30日 ごとの産卵率の推移は,第 1図のように試験

区は第 1回強制換羽後 3カ 月日にm“以上に達し,そ
の後10カ 月間,試験区が対照区を上回る成績を示曖 。

第 2回 強制換羽後においても3カ 月日から試験区が対

照区を上回 り,こ の傾向が試験終了まで続いた。
1羽産卵 日量においても,試験区が産卵率と同様に

対照区より多い産卵 日量であ った。

1個平均卵重については,対 照区よりも試験区が小

さくなる傾向がみられた。 このことは,試 験区の産卵

率が高か ったために, 1個平均卵重が小さくなったも

のと思考 される。
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第 6表 産 卵 成 績
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第 1図  冬季ふ化 (47128)産卵率の推移

` 
飼料の利用性

飼料の利用性については,第 7表に示すように,飼
料消費量は第 1回強制換羽前まで両区とも:ま lF同じで,

第 1回 ,第 2回強制換羽後および全期間において試験

区が対照区よりも若千少なか った。

飼料要求率は,試験区が産卵率および 1羽産卵 日量
において,対照区よりもすぐれており加えて飼料消費

量が少ないことから飼料の利用性がよく,全期間にお
いて好ましい飼料要求率を示 した。

7 経済性
卵価 1″当り300日 ,飼料 1″ 当り70円 と想定し,そ
の粗利益は第 8表のように,長期に飼養することによ

って試験区が上回ることが認められた。

また,長期に利用 した場合と群平均産卵率
"¢
低下

時点で更新 した場合を想定 し,両者を比較すると第 9

表のように, 151日 齢から1000日 齢までの850日 間 の

経済性は,長期利用 区が更新区よりも収益において ,
125.403円 程高いことになり有 利であることが 知られ

た。
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第 7表 飼料の利用性
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第 3表  粗 利 益

項 目

区

151～415日 齢
(第 1回強制換羽前 )

151～778日 齢
(第 2回 強制換羽前 )

齢
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注.粗利益 -1羽 当 りの収入―支出

第
'表
 一定条件における試算

区 分 長 期 利 用 区 更  新  区 注. 4 試算期間     85o日 間
2 卵  価 (″ 当り)300円
3 飼料単価 (り当り)70円

代

成 鶏  費
飼 料 費
計

差 引 収 益

円
9560%80

104.10o80

`54.38030
758,481 10

1975S、ア0

1,00768550円

355,65,90

66988,30

1,005,54320

72,14230

試 算 基 礎

1 生産期間
長期利用区 151～ 10oO日 齢-850日 間   産卵量 ※ 3,18675`協
更 新 区 151～415日 齢=262日 間        1,lo8.730
更 新 回数 850/22-ζ 24回          ※ 5,592,285

2 150日 齢までの育成費 1羽当り 力ヽ0円

廃鶏価格 `羽 当り2,0,2,X80円 (切当
')-16230円5 成 鶏 費 長期区 1,"0円 X100羽-16750円 X'5羽≒ 104,10080円

更新区 (1200円 X100羽― ,6736円 X,0羽 )X ζ24回 ≒ 3“.65985円
4 飼料消費量 長期区  2548,290的× 70円 -654,38050円

更新区 ,56,761 × 70円 =66,88327円

(2.95ζ650″ x324回 )
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もその改善は認められなかった。このことから,今後
4要   約 長期に利用する場合の卵殻改善の技術の発明が必要で

採卵鶏を長期間利用するため,強制換羽を実施して  ある。
も,生存率,50¢産卵回復 日数および産卵成績に悪影   経済性については,強制換羽を実施した試験区が高

書を与えないことが知られた。            い利益をあげるoと ができた。

また飼料の利用性が高いことが認められた。卵重に   また,長期利用区と更新区の経済性を比較すると,
ついては,強制換羽を実施 しない対照区よりも,試験  長期に利用 した場合が有利となった。ただし,採卵鶏
区がやや小さくなる傾向がみられた。          を長期に fll用 することについては,育成費,魔鶏価格,

H・ Uお よび卵般の厚きについて, 強制換羽をして  卵償などを考慮することが必要である。


